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長野県北安曇郡小谷村栂
大以大学厚生施設っ籾の木寮
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、所在地
いけかみたんぽ池仰の出個、木造二階建、延凶桜一五六平方メートル、収総人数回十名、官四人
猪股鼠街、昭和一一一十七年十一月十一日竣工。
北アルプス白鳥山系乗鞍岳(標高二凶…一一六・七
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の山中腹、標高約
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メートルの海原「神ノ
のすぐ市にあって、周閉を栂の自然
林で捌まれている。
神の出闘の凶慨には古くから早大小陸がある。
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の
の管即を担
当している猪股氏はもともと早大小口肢の管盟を担当していた人である。
早大小屋からやや上の栂池混原に向けて肉食る自潟岳への登山道に治って、大阪経済大、成城大等の小毘が建っている。成域大の小段とその上の椅池山荘(私営)とはかなり以前から占めるが、大経大の小栂の水寮 少し前に建ったものである。州仰の木寮の市側の窓からは、小巡業・大蓮華(白馬民)・杓子などの白応辿山が ぞめる。川川原「神ノ凶閥」に いろいろの湿地続物があるι
もとの品双山道はこの湿地帯の端を抜けていたので、
一時夏山登山
の別加につれて荒れる館内間にあったが、その後、南側に林道が通り、
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夏山登山者の足から速くなったためにかえって旧態を取りもどしつつあると聞いた。
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沼郡の北側にある鵜峰(際高一九
O六きは、夏にはなんでも沿い
であるが、この 腹の秋 紅葉は突に素晴しい。湿原を前に置いておな錦織を広げて見せてくれる。
のん叫刺殺の頃も美しいはずであるが、
残念ながら私は見ていない。冬は一三悶うまでもなく雪が深い。
しかしこ
の小庄の附近には
の経験はない。鴇蜂の東側では昔あったらしい。
この京が竣工した昭和一一一十七年当時には、林道はまだ小阜の川 近に
入っていなかった。小屋に至るには、探高約八
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メートルの山麓に
広がっている高原地帯「親ノ
の草原を抜けて、赤抜の頭・御殿場
ーじ
小山保・栂大門と急坂を どりながら約一時間半かけて、神ノ間闘に笠りついたものである。現在では林道が栂ぬ視原まで附 て、
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ο寮からドの斜出は、現夜栂池高原スキ
l場と
なって冬季ににぎわっているが、
これまた当時は、
通称「鍛の鳴る
正…にリフトが二恥入っているだけであった。続ノ原は叶広々たる草原に包まれ、民家は各掛と松沢・落倉あたりに数軒 つつ散在してい 程
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ぃ肢であったと思う。竣工後十五年日の夏に親ノ原から寮までの旧道をたどってみたが、林道でずたずたになり 道はブッシュ化し 歩けたものではなかった。あかぬけかしら赤抜の鎖あたりは全く而彩を失ってし って
その時すでに、十
五年前は苛の話なのだと実感せざるを得なかった。
かつて大学院
研究利に在和していて、栂ノ木察の設計止を手掛けた私としては、一一十年後の今となってもそれほどの時間の感覚は無いのであるが。
ぷの始まりが昭和三十五年の秋であったか、
それとも昭和一一一十六年
のぷであったか、今となってははっきりしない であるが、
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の後訟で山岳部員であった
旧町本政良・打山山真樹の吋おがやって米 、山小屋設計の手助けをして欲しいと
3日い出したのが私にとってのがの起りであった。
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心であったから、
で仕じれに乗り出したことは一…一一口
うまでもない。仰山本氏は一二十六年の者に大学な卒業し、
打山山氏も卒業研究の時期に
入サたので、その年のお甘からは、山岳部 浜出氏(現山本・法 部) スキ
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後教授)であった。教授の寮建設について
の熱なには到の下がる思いなし
学生部の窓口は係国正次氏で、保
川氏とは何度も一絡に信州の現地に出向いたものであった。寮建設の関係抗では、施設謀長であった大箆清彦氏が早く故人にな ておられる。詑んでご
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斡のふホ寮建設の話の起りは、
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ls泌が鹿島槍岳山麓の青木尚附近
に部の小尾を造る話があり、それから始ったと聞いている。
おなじ小
口出を巡るならば山岳部・ワンダ
i
フォ!ゲル部も一体でということに
なって場所の検討に入ったが、青木湖のよの候補地は設山誕地としてやや際尚が低すぎ というので、第二候補として'細野の八方尾根がび上った。これは細野在住で山岳・スキ!の阿部と、氷くつながりのある丸山さん…家のお世話によるものであった
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有力なものであったが、残念ながら八方尾根にはすでにいろいろの山小口肢が建っており、水の問題などを考え と限大 新たに割り込むは間燦ということで断念ゼざるを得なかった しい。その後しばらくLて、小谷村の人述が斡池に受入の意志を持っているという討が入り、
関係去の話合いの結果、神 間関に土地 借りて小屋を建て 方向でまとまったということである。
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にわたって築かれた信頗関係があったからであろう。山小肢を神の山間に造るという方針が出て、
私もともども関係者
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る形にする}}ととしたじ
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二階の床が支えとなって耐えうる。小
同町一の内部について古うと、
関の食堂中央に抑えたストーブの煙突を、
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一階の援
いJq
トバがご附の住所に廻る様にした。
」れらの
は一応成功したよ
うに思う。践例択に張る鉄阪の色は、通くからでも見えて日印になる様に約一位のコ!?ィングをしたも を注文しておいた。
ところが工事
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色の浴料を治、りせたも である。
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大阪大学体育会の
して入札に掛けたのは
十六年の秋であったか。その結果は惨憎たるもので、予定金額の一一一倍近いものが…件入札されただけであっ 。
やむなく、関係者 現地の施工業者と膝詰めで交渉して話をまとめ
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